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令和５年度 第１回 宇和島市農山漁村再生可能エネルギー導入促進協議会

議 事 録

1 開催日時 令和６年３月 19 日(火) 13：28 ～ 14：01

2 開催場所 宇和島市役所 地下会議室

3 出席者

(1) 委員 (26 名)

宇和島市 産業経済部 部長 楠 憲雄

宇和島市 産業経済部 農林課 課長 岩見 藤三郎

宇和島市 市民環境部 生活環境課 課長 谷村 國光

宇和島市 津島支所 支所長 土居 友治

宇和島市農業委員会 会長 小清水 千明

宇和島市農業委員会 事務局長 庵﨑 正幸

カセイ物産(株) 管理部総務課 王 煒程（web 出席）

(株)ORC ホールディングス 総務部長 後藤 正樹（web 出席）

(株)GF 職務執行者 陶久 晴岳

JR東日本エネルギー開発(株) 事業開発本部 開発部長 鬼澤 徹

えひめ南農業協同組合 総務課長補佐 柴田 昌稔

津島町土地改良区 理事長 山本 岩太郎

岩松水利組合 組合長 石丸 哲哉

白崎水利組合 代表 廣瀨 勇

寿町水利組合 代表 泉 定男

天王堰水利組合 組合長 内山 均

吉井堰水利組合 組合長 池田 定彦

農事組合法人増穂生産組合 代表理事 梶原 忠

南予森林組合 宇和島事業所 担当 河野 崇

御槇財産区管理会 会長 山口 一光

畑地財産区管理会 会長 山中 均

寿町自治会 自治会長 泉 定男

芳原自治会 自治会長 石丸 光計

御槇地区自治会 自治会長 代表 山口 博文

上槇地区自治会 自治会長 代表 小川 幸太郎

愛媛大学大学院理工学研究科 教授 松下 正史（web 出席）

(2) 関係者 (5名)

(株)GF 風力グループ 槇川正木ウインドファームプロジェクトマネージャー 静 秀彰

(株)GF 槇川正木ウインドプロジェクトエキスパート 川崎 俊也

(株)GF 槇川正木ウインドプロジェクト 岩村 友和

JR東日本エネルギー開発(株) 事業開発本部 開発部 マネージャー 菊池 亮

中国四国農政局 経営・事業支援部 食品企業課 課長補佐 藤原 高広（web 出席）

(3) オブザーバー (2 名)

愛媛県南予地方局 農林水産振興部 農業振興課 担当係長 岩本 洋

愛媛県南予地方局 農林水産振興部 森林林業課 主任 長田 賢

(4) 事務局 (3名)

宇和島市 市民環境部 生活環境課 課長補佐 兵頭 利樹

〃 課長補佐 立花 裕嗣

〃 環境政策係長 冨永 泰三
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4 議案

(1) 岩松地区・増穂地区の太陽光発電設備の実績報告等について

(2) 槇川正木ウインドファームの進捗状況等について

5 配布資料

・協議会次第

・別添資料１－１ 太陽光発電事業収支報告書（カセイ物産㈱）

・別添資料１－２ 太陽光発電事業収支報告書（㈱ORC ホールディングス）

・別添資料２－１ 槇川正木ウインドファームの進捗状況について

・別添資料２－２ 再生可能エネルギーの発電設備の整備と併せて促進する農林漁業の健

全な発展に資する取組に関する事項（地元貢献策）について

6 議事

【 開 会 】

事務局 開会を宣言。

所属委員 28 名のうち 26 名が出席しており、協議会設置要綱（以下、要

綱）第 7条第 1項により、委員の過半数の出席を充足し、協議会の開催が

成立していることを報告。

協議会の設置目的と委員の構成について説明。

【 委 員 出 席 者 紹 介 】

当日出席している委員・関係者・オブザーバー・事務局の紹介。

事務局

谷村委員

事務局

全体

事務局

山本委員

【 会 長 選 任 】

泉会長の退任に伴い、協議会会長の選任を行いたい。

会長は、会議の進行や、意見の取りまとめを行う役割となる。

会長の選出については、要綱第 4条第 2項の規定により、委員の互選に

より定めることとなっているが、自薦、或いは推薦の提案はないか。

津島町土地改良区の山本理事長を推薦する。

山本岩太郎委員の会長就任に異議はないか。

（異議なし）

山本岩太郎委員、承諾いただけるか。

承諾する。

【 会 長 挨 拶 】

山本会長 山本岩太郎会長より挨拶。

【 資 料 確 認 】

事務局 配布資料を確認。

以後、要綱第 6条第 1項に基づき、会長に議事進行を依頼する。

【 協 議 事 項 】

議案 1

岩松地区・増穂地区の太陽光発電設備の実績報告等について

山本会長 津島町岩松地区・増穂地区で実施されている太陽光発電事業について、
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事業者に実施報告を求める。

岩松地区について、カセイ物産(株)からの報告を求める。

王委員 令和 5年の収入額及び支出額については、別添資料１－１のとおり。

山本会長 増穂地区について、(株)ORC ホールディングスからの報告を求める。

後藤委員 令和 5年の収支状況については、別添資料１－２のとおり。

差引収支が前年比でマイナス 3.6％となっている。令和 6年 2 月に除草

を行った。前回は令和 4年に除草を実施したが、除草の状況により売電に

影響が出てくるものと考えており、今後も定期的に実施していきたい。

山本会長 報告について、質問・意見・要望はないか。

山本会長 中国四国農政局 藤原様・村上様、補足等はないか。

農政局

藤原課長補佐

特になし

山本会長 それでは、異議なしと認め、報告事項を承認するものとする。

全体 (異議なし)

議案 2

槇川正木ウインドファームの進捗状況・整備計画等について

山本会長 津島町槇川地区で建設されている槇川正木ウインドファームの進捗状況

について、(株)GF より説明を求める。

陶久委員

鬼澤委員

昨年 4月に着工できたことに感謝申し上げる。本日は工事の進捗を中心

に報告する。

事業位置図、事業概要、事業スキームを説明。

槇川正木ウインドファームで発電した電力は、スーパー林道に送電線を

埋設して、西側にある開閉所まで送り、開閉所から四国電力の送電線に送

り込むこととしている。開閉所の工事に着手しており、場所はスーパー林

道沿いの道路を開削する際の切り残した山を平坦に造成した場所に開閉設

備と鉄塔を建設することとしている。現状は基礎部分へのコンクリートの

流し込みが終わり基礎が完成しつつある。

また、風車サイトにアクセスするための道路を整備しつつ、１号機から

８号機までの造成のため各段階で工事が進んでいる。

風車の部材の一部が搬入され、愛南町の倉庫に保管している。

2026 年 2月の営業開始に向け、安全施工を進めていきたい。

農林漁業の健全な発展に資する取組みの一つとして、地元産品の PRを考

えている。 親会社の JR 東日本では多くの顧客が利用する直営のネットシ
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ョッピングサイト JREMALL を活用したオンライン上での宇和島地産品のマ

ルシェ開催を検討している。他地域で同様の取組み実績があり、宇和島の

水産物やみかんなどの農産物や 6次産業化商品を地産品販売を通じて宇和

島の魅力が伝えられるような取組みにできるよう、地元事業者と調整を進

めていきたいと考えている。

時期は未定であるが、旬の時期や連携可能な事業者の事情も考慮し、宇

和島市と密に連携をとりながら検討を進めていきたい。

山本会長 報告について、質問・意見・要望はないか。

山本会長 中国四国農政局 藤原様・村上様、補足等はないか。

農政局

藤原課長補佐

取り組みに期待している。

山本会長 その他、委員から意見等はないか。

それでは、異議なしと認め、説明事項を承認するものとする。

全体 (異議なし)

【 そ の 他 】

山本会長 その他、全体を通して、質問・意見・要望等はないか。

ないようであれば、議事を終了し、事務局に進行をお返しする。

【 事 務 連 絡 】

事務局 要綱第 8条第 3項に基づき、後日議事録を公表する旨を説明。

委員報酬の支払いに関する手続きについて説明。

【 閉 会 】

事務局 閉会を宣言。


